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境 が変化 し,呼 び名 も変 わるとい う激動 の時
代 を超 えて,ガ ラス工業 はその地 に根を下 ろ
しなが ら,ど のよ うに変貌 したかを考察す る。
●アールヌーボー ・スタイル
1851年ロン ドン博 に始 まる万 国博 はガラ
スの世界 に も大きな影響 を及 ぼす事 となる。
1873年(ウィー ン)1878年(パリ)で は中欧
のガラスはまだ古 い形 式の もの しか評価 され
なか った。(例 え ばルネ ッサ ンス様 式の ロブ
マイヤーの作品 ・カメニ ッツキー ・シェノブ
(Steinschonau)でエ ング レー ヴィ ングされ,
ボル(Haida)のア ン トン=ア ンブロス ・エ
ガーマ ンに より彩色 された ものな ど)そ の こ
とを受けて,Lロ ブマイヤーは ウィー ンの一
流の建築家やデザ イナー にデザイ ンを依頼す
る。 また1885年にはプラハ工芸美術専門学校
が設立 され,ガ ラス工芸の研究が盛んにな る。
チェ ッコの アール ヌー ボー は1890年頃よ りガ
レや ティフ ァニー の展覧会が よ く開催 され,
技術的 にも交流が なされた。
● ウィー ン ・セセッシ ョン及び ウィー ン工房
との関係
Mey'sNeffe(AdolfWinterberg1814-1922)
チ ェッコは1922年Moserに吸収合併 され る
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1814年ヨゼ フ ・マイヤーによ り創立
1841年創立者 の甥 引き継 がれ マイヤー ス ・
ネ ッフ ェと呼 ばれ る(neffeは甥 の
意 味)
19世紀中頃 よりウィー ンのロブマイヤーの
エナ メル絵付 け,バ カ ロヴィッツーガラス工
場の下請 け,レ ッツ ・ヴィ トヴ ェ工房 のラス
ター彩な ども手が け,ウ ィー ン工房 の作 品 も
創 る。
デザ イ ンは ウィーナー ・セセ ッシ ョンのメ
ンバー(モ ーザー,オ ル ブ リッヒ,ホ フマ ン,




門店 を起 こ し,1837年工場生産 に入 る。
1855年ヨーゼ フ ・ロブマ イヤー ジュニア と




1902年StefanRathに引 き継 が れ る。
1906年頃よ りWWと の関係 が深 くな り,1910
年 にJ,Hoffmannが美術部 長 にな り1912年
まで続いて いる。Hoffmann(亀甲パ ター ン,
平カ ッ ト,白 と黒 の線,市 松,唐 草文 な ど)
LotzWitweKlostermule1836-1951)チェッ
コ レッッ,・ヴィ トヴ ェ工 房 ヨハ ン ・レッ
ツ(1778-1848)が創立 し孫のマックス ・リッ
ター ・フォ ン ・シュパ ウ ンガ継 ぐ。(Witwe
工房 はヨハ ン ・レッツの未亡 人の意 味)こ の
工房 には,ラ スター彩の作品が多 くあ り特 に
アール ヌーボー風の ものが初期 には多い。 そ
の 後 ウ ィ ー ン工 房 の メ ンバ ー や マ リア ・キ ル
ヒ ナ ー(1852-1931)達 が デ ザ イ ン を 制 作 し
た 。1911-1913年一 時 中 断 した が,1930年 焼
失 再 建 と 困 難 に も め げ ず1951年ま で 続 い た 。

























中 欧 で ウ ィ ー ン工 房 やBauhausが ア ー ル ・
デ コ か ら イ ン ダ ス ト リア ル デ ザ イ ン に む か っ
て い く頃,西 欧 も北 欧 も ア メ リ カ も そ れ ぞ れ
の ガ ラ ス 産 業 が 発 達 し現 代 で は 地 域 の 特 徴 よ
り作 家 個 人 の デ ザ イ ンが 大 き な ウ エ イ トを 持 っ
て き た 。1960年代 の ス タ ジ オ ・グ ラ ス の 時 代
を 超 え て ま す ま す そ の 傾 向 が 強 ま っ て,あ ま
り に ア ー トの 世 界 の み に 重 点 が 置 か れ 過 ぎ て
ガラスの 日常品が押 しや られてきた今 日,北
欧 のデザ インが見直 されるの もうなず けるよ
うに思 う。
J&LLobmeyrJ.Hoffmann
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